
銀行経営における株価重視、外部資本調達の高まりなどから銀行
経営者の間にもＩＲ活動への認識が浸透してきている。その目的
も、かつての「経営健全性」から「将来収益性」をアピールする
ものへ移ってきている。いまや、メガバンクから地銀までほとん
どの銀行がＩＲの専担部署を備えているが、一般大企業に比べる
とまだその機能は不十分な面があるようだ。機関投資家、さらに
は個人投資家の視線から銀行ＩＲの現状と課題を提示する。�

【特集】�

銀行株はＢ／Ｓ分析から�
将来収益の予想へ転換�

銀行ＩＲと投資家の視線�

コスト削減、収益追求への�
トップの執念を評価�

Ａ　保険系資産運用会社�
Ｂ　独立系資産運用会社�
Ｃ　証券会社アナリスト�

銀
行
株
も

「
普
通
の
会
社
」
に

資
産
運
用
会
社
の
意
思
決
定
の

仕
組
み
と
銀
行
株
の
位
置
付
け
は

Ａ

フ
ァ
ン
ド
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
あ
る

セ
ク
タ
ー
全
体
へ
の
投
資
金
額
の
配

分
を
決
定
し
（
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
）、

そ
の
枠
内
で
当
該
セ
ク
タ
ー
を
担
当

す
る
ア
ナ
リ
ス
ト
が
セ
ク
タ
ー
内
の

個
々
の
銘
柄
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る

（
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
）。
ア
ナ
リ
ス
ト

の
担
当
範
囲
は
銀
行
だ
け
で
は
な

く
、
ノ
ン
バ
ン
ク
も
含
め
た
金
融
セ

ク
タ
ー
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
多

い
。

銀
行
株
に
対
し
て
は
過
去
ず
っ
と

弱
気
だ
っ
た
が
、
現
在
は
構
造
問
題

が
一
巡
し
た
も
の
と
判
断
し
、
強
気

の
姿
勢
に
変
わ
っ
て
い
る
。
ひ
と
こ

ろ
は
銀
行
株
の
時
価
総
額
が
ど
ん
ど

ん
縮
小
し
て
銀
行
ア
ナ
リ
ス
ト
は
廃

業
だ
な
ど
と
い
わ
れ
た
時
期
も
あ
っ

た
が
、
り
そ
な
銀
行
へ
の
資
本
注
入

直
後
の
〇
三
年
夏
を
ボ
ト
ム
に
市
場

の
セ
ン
チ
メ
ン
ト
は
様
変
り
し
た
。

Ｂ

当
方
も
状
況
は
同
じ
だ
。
銀
行

株
は
す
で
に
ず
い
ぶ
ん
上
が
っ
て
し

ま
っ
た
の
で
、
こ
れ
か
ら
ど
う
す
る

か
と
い
う
問
題
は
あ
る
が
。
〇
二
年

秋
に
大
手
行
の
国
有
化
危
機
が
騒
が

れ
た
際
に
は
、
銀
行
の
Ｉ
Ｒ
担
当
者

株
価
下
落
に
起
因
す
る
信
用
不
安
の
防
止
、
持
合
い
解
消
に
伴
う
機
関
投

資
家
の
存
在
感
の
増
大
な
ど
を
背
景
に
、
金
融
界
に
も
「
イ
ン
ベ
ス
タ
ー

・
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
（
Ｉ
Ｒ
活
動
）
は
経
営
に
不
可
欠
の
イ
ン
フ
ラ
」
と

の
意
識
が
浸
透
し
た
。
ど
の
大
手
行
も
専
担
部
署
を
設
け
て
Ｉ
Ｒ
活
動
に

取
り
組
ん
で
い
る
も
の
の
、
当
該
部
署
の
ス
タ
ッ
フ
の
充
実
度
や
銀
行
内

で
の
地
位
の
高
さ
に
は
差
異
が
み
ら
れ
る
。
銀
行
の
健
全
性
に
対
す
る
不

安
が
解
消
さ
れ
た
現
在
、
投
資
家
の
関
心
は
自
己
資
本
よ
り
将
来
収
益
に

移
っ
て
い
る
。
経
営
者
の
Ｉ
Ｒ
活
動
へ
の
姿
勢
は
将
来
収
益
に
対
す
る
コ

ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
の
強
さ
を
反
映
し
て
い
る
。
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（出所）　『株主総会白書』（商事法務研究会）90～ 04�
　　　年、大和ＩＲ。�

％�

財
務
情
報
か
ら
中
期
経
営
計
画
の�

開
示
へ
軸
足
移
る�

あ
す
か
ア
セ
ッ
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
　�

チ
ー
フ
フ
ァ
ン
ド
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー�

産
能
大
学
経
営
学
部
　
兼
任
講
師�

　
　
光
定
　
洋
介�

投
資
家
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
高
ま
る�

中
期
的
戦
略
の
実
現
可
能
性�

【
特
集
】

銀
行
Ｉ
Ｒ
と
投
資
家
の
視
線
�

Ｉ
Ｒ
の
目
的
は

「
公
正
な
評
価
の
実
現
」

イ
ン
ベ
ス
タ
ー
・
リ
レ
ー
シ
ョ
ン

ズ
（
Ｉ
Ｒ
）
が
話
題
に
の
ぼ
っ
た
の

は
、
日
本
で
は
八
九
年
後
半
ご
ろ
か

ら
だ
と
い
わ
れ
て
い
る
。『
株
主
総

会
白
書
』（
商
事
法
務
研
究
会
）
に

よ
れ
ば
、
全
国
五
証
券
取
引
所
に
上

場
し
て
い
る
企
業
の
う
ち
、
九
〇
年

時
点
で
す
で
に
Ｉ
Ｒ
を
実
施
し
て
い

た
企
業
の
割
合
は
二
％
（
ア
ン
ケ
ー

ト
回
答
企
業
の
み
、
以
下
同
じ
）
に

す
ぎ
な
か
っ
た
が
、
〇
四
年
で
は
六

八
％
に
上
昇
し
て
お
り
、
Ｉ
Ｒ
に
対

す
る
関
心
は
高
ま
り
つ
つ
あ
る
（
第

１
図
）。

Ｉ
Ｒ
先
進
国
の
ア
メ
リ
カ
で
は
五

三
年
に
ゼ
ネ
ラ
ル
・
エ
レ
ク
ト
リ
ッ

ク
（
Ｇ
Ｅ
）
社
が
Ｉ
Ｒ
の
名
称
を
冠

し
た
部
署
を
設
置
し
た
の
が
始
ま
り

と
い
わ
れ
て
お
り
、
六
九
年
に
は
Ｎ

Ｉ
Ｒ
Ｉ
（N

ational
Investor

R
e-

lations
Institute：

全

米
Ｉ
Ｒ
協

会
）
が
設
立
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
八

〇
年
代
の
Ｍ
＆
Ａ
ブ
ー
ム
や
機
関
投

資
家
の
持
ち
株
比
率
の
上
昇
、
コ
ー

ポ
レ
ー
ト
ガ
バ
ナ
ン
ス
の
進
展
と
と

も
に
Ｉ
Ｒ
の
重
要
性
は
増
し
て
い
っ

た
。全

米
Ｉ
Ｒ
協
会
で
は
Ｉ
Ｒ
を
次
の

よ
う
に
定
義
し
て
い
る
。「
イ
ン
ベ

ス
タ
ー
・
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ（
Ｉ
Ｒ
）

と
は
、企
業
と
金
融
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、

そ
の
他
ス
テ
ー
ク
・
ホ
ル
ダ
ー
と
の

間
に
最
も
効
率
的
な
双
方
的
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
実
現
し
、
企
業
の

証
券
が
公
正
な
価
値
評
価
を
受
け
る

こ
と
を
最
終
目
標
と
す
る
。Ｉ
Ｒ
は
、

財
務
機
能
や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

機
能
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
機
能
、
証

券
関
係
法
に
関
す
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア

ン
ス
機
能
を
統
合
し
た
、
戦
略
的
な

経
営
責
務
で
あ
る
。」（
注
）
。

こ
の
定
義
に
は
重
要
な
要
素
が
三

つ
含
ま
れ
て
い
る
。
第
一
は
Ｉ
Ｒ
の

目
的
で
あ
り
、
こ
れ
は
自
社
の
公
正

な
評
価
を
市
場
で
行
わ
せ
る
と
い
う

こ
と
で
あ
る
。
こ
の
部
分
は
、
〇
三

年
に
「
企
業
の
相
対
的
価
値
の
極
大

化
」
か
ら
「
公
正
な
評
価
の
実
現
」

に
変
更
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
エ
ン

ロ
ン
事
件
等
に
象
徴
さ
れ
る
行
き
過

ぎ
た
株
価
至
上
主
義
へ
の
反
省
と
と

ら
え
る
こ
と
も
で
き
る
。
日
本
で
も

と
き
お
り
、
Ｉ
Ｒ
と
Ｐ
Ｒ
（
広
告
活

〔第１図〕 ＩＲ実施企業の割合の推移

Ｉ
Ｒ
と
は
、
市
場
を
し
て
自
社
の
株
式
の
公
正
な
価
値
評
価
を
な
さ
し
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
活
動
で

あ
る
。
株
式
の
価
値
評
価
に
は
将
来
キ
ャ
ッ
シ
ュ
フ
ロ
ー
の
予
測
が
必
要
で
あ
る
か
ら
、
中
期
経
営
計
画

の
策
定
・
公
表
が
Ｉ
Ｒ
の
不
可
欠
の
要
素
と
な
る
。
中
期
的
な
戦
略
に
関
す
る
投
資
家
と
の
双
方
向
の
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
成
功
す
れ
ば
、
社
内
的
に
も
投
資
判
断
の
基
準
が
明
確
に
な
り
、
緊
張
感
の
醸
成

を
通
じ
て
戦
略
の
実
現
可
能
性
が
高
ま
る
と
い
う
効
用
を
期
待
で
き
る
。
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個人投資家向けＩＲに�
不熱心な銀行業界�

�

【特集】銀行ＩＲと投資家の視線�

個人の目線にあったＩＲサイトの構築を�大和インベスター・リレーションズ�

理事　米山　徹幸�

「
長
期
投
資
先
」

ト
ッ
プ
は
ト
ヨ
タ

個
人
投
資
家
は
ど
の
よ
う
な
業

種
、
企
業
の
株
式
を
長
期
保
有
し
た

い
の
か
。
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ａ
が
今
年
四
月
、

首
都
圏
、
中
京
圏
、
京
阪
神
圏
に
住

む
二
〇
歳
か
ら
六
九
歳
ま
で
の
個
人

投
資
家
二
〇
〇
〇
人
を
対
象
に
実
施

し
た
「
個
人
投
資
家
の
投
資
意
識
と

Ｉ
Ｒ
ニ
ー
ズ
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー

ト
」（
回
答
一
一
三
七
人
）
は
、
�

個
人
投
資
家
の
年
齢
層
に
よ
っ
て
長

期
投
資
先
が
異
な
る
、
�
新
興
市
場

上
場
企
業
を
選
ぶ
投
資
家
は
四
〇
代

以
下
が
多
く
、
Ｂ
to
Ｂ
企
業
を
選
ぶ

投
資
家
は
六
〇
代
以
上
、
�
長
期
保

有
し
た
く
な
い
企
業
を
選
択
し
た
理

由
は
事
業
の
成
長
性
が
低
い
か
ら
、

と
い
っ
た
傾
向
を
示
し
た
。

「
長
期
投
資
先
企
業
ラ
ン
キ
ン

グ
」
ト
ッ
プ
は
ト
ヨ
タ
自
動
車
で

（
回
答
者
の
約
三
〇
％
）、
東
京
電

力
、
ソ
ニ
ー
、
武
田
薬
品
工
業
が
続

い
た
。
個
人
に
強
い
と
定
評
の
電
力

・
ガ
ス
業
界
は
ト
ッ
プ
２０
の
う
ち
五

社
（
東
京
電
力
、
関
西
電
力
、
大
阪

ガ
ス
、
東
京
ガ
ス
、
中
部
電
力
）
を

占
め
た
。
銀
行
業
界
で
は
、
三
菱
東

京
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
・
グ
ル
ー
プ
、

三
井
住
友
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
グ
ル
ー

〔第１表〕 株式の長期投資先企業ランキング上位２０社（N＝１０９１）

大和ＩＲサイト
優秀企業
○
○
○

○☆

○☆
○☆

○
○
☆
○
○☆

○☆
○☆
○

（注）１．件数：回答者は最大５社までの会社名を回答。
２．○印：大和ＩＲサイト優秀企業、☆印：個人投資家向けサイトがある。

（出所） 日本ＩＲ協議会「個人投資家の投資意識とＩＲニーズに関するアンケ
ート」から。第２、第３表も同じ。

回答
件数
３１９
２１１
１７４
１３９
９０
８０
７４
７０
６９
６２
６１
５９
５８
５６
４７
４４
４３
４２
４２
４０

社名

トヨタ自動車
東京電力
ソニー
武田薬品工業
関西電力
松下電器産業
新日本製鉄
日本電信電話
キヤノン
シャープ
日産自動車
ソフトバンク
三菱東京フィナンシャル・グループ
大阪ガス
日本航空
全日本空輸
東京ガス
三井住友フィナンシャルグループ
みずほフィナンシャルグループ
中部電力

順位

１
２
３
４
５
６
７
８
９
１０
１１
１２
１３
１４
１５
１６
１７
１８
１８
２０

日
本
イ
ン
ベ
ス
タ
ー
・
リ
レ
ー
シ
ョ
ン
ズ
協
議
会
（
Ｊ
Ｉ
Ｒ
Ａ
）
が
今
年
六
月
、
全
上
場
会
社
三
七
二
二
社
を
対
象
に

実
施
し
た
「
Ｉ
Ｒ
活
動
の
実
態
調
査
」（
回
答
一
二
二
八
社
）
に
よ
る
と
、「
Ｉ
Ｒ
活
動
を
実
施
中
」
の
企
業
一
一
七
四

社
の
う
ち
、「
今
後
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
」
活
動
に
「
個
人
投
資
家
向
け
Ｉ
Ｒ
活
動
」
を
あ
げ
た
企
業
は
七
八
七
社

と
三
分
の
二
を
上
回
っ
た
。
し
か
し
、
銀
行
業
界
は
こ
れ
ま
で
個
人
投
資
家
向
け
Ｉ
Ｒ
活
動
に
必
ず
し
も
熱
心
で
は
な

か
っ
た
。
個
人
投
資
家
に
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
め
に
は
、
文
書
だ
け
で
は
な
く
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
と
リ
ア
ル
の
場
で
双
方

向
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
努
め
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
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